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　　In a conventional absorption refrigerator, H2O-LiBr is used as a working liquid. Because of 
the refrigerant, H2O, has a freezing point of 0°C, the temperature of the cold heat generated by an 
absorption refrigerator is limited to about 4°C. 
The development of the absorption refrigerator cycle that enables to produce sub-frozen cold heat 
by a low temperature heat source is studied, using H2O-LiBr-1,4-dioxane as a new working liquid. 
And the freezing point of the refrigerant of the new working fluid is investigated experimentally. 
The results show that the freezing point is falling with decrease of the molar fraction, and the lowest 
freezing point is − 15℃ .
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で 1990 年排出量比 6％削減を 2012 年までに達成するこ
とを約束した。一方、民生業務美門のエネルギー使用量
はオフィス面積に比例して増加する空調負荷のために、

































　Xc ： 水を第一成分とするモル分率 [-]
　Ri ： 屈折率 [-]
　Tfp ： 凝固点 [℃ ]
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18.01528 kg/kmol、1,4-dioxane の 分 子 量 88.10512 kg/
kmol から次式で算出している。
⑴





て Xc=0.7 ～ 1 の範囲とした。
　新冷媒の屈折率 Ri とモル分率 Xc の関係を Fig.1 に示
す。実験値を○で示している。実線は後述する、推算値
を示している。1,4-dioxane が増加し Xc が減少するとと
もに、密度が大きくなるので、屈折率が増大している。
屈折率 Ri からモル分率 Xc を精度よく推算するために、
屈折率を 3 つの領域に分けて、モル分率を推算する式を
導出した。
1.4 ＞ Ri ≧ 1.386
Xc ＝− 9.648Ri+14.178 ⑵
1.386 ＞ Ri ≧ 1.365
Xc ＝− 70.462Ri
2+188.631Ri − 125.282 ⑶
1.365 ＞ Ri ≧ 1.333
Xc ＝− 21.008Ri




































　実験は H2O の純液（Xc =1）から 1,4-dioxane の純液（Xc 
=0）の全領域を行った。また、吸収冷凍機の冷媒の対
象となり得る Xc が 0.7 以下の領域は、詳細に計測した。





















Xc=1 は H2O であり凝固点は 0℃、Xc=0 は 1,4-dioxane
であり凝固点は 11.8℃を示している。
　1,4-dioxane に H2O を混合すると、凝固点は Xc=0 か
















と 1,4-dioxane が共沸ではないために、新作動液の Xc と
は異なることになる。したがって、新冷媒のモル分率





1 ≧ Xc ≧ 0.9：
Tfp ＝− 6192.1Xc
3 ＋ 17621Xc
2 − 16586Xc ＋ 5157.1
 ⑸
0.9 ＞ Xc ≧ 0.84：
Tfp ＝ 9868.4Xc
3 − 24615Xc
2 ＋ 20473Xc − 5693.1
 ⑹
0.84 ＞ Xc ≧ 0：





− 100.58Xc ＋ 11.209 ⑺
　これらの式で算出される凝固点の値を、Fig. 4 に実線
で示している。吸収冷凍機で使用する可能性が高い 0.7
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